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今日ご紹介するプロジェクト

1. ロボット、ベビーカー、車いす用の1センチ単位地図 （小田急電鉄との共同研究）

2. ハイキング・ウォーキング、津波避難用・起伏ルートの情報提示 （鎌倉市との共同実験）

3. 参加型公園デザインなどのためのゲーム的3D地図 （そとウェルパーク＠西新宿での実験）

(4.   5Gネットワーク設計のための3D活用： （AW3D®全世界デジタル3D地図））

5. 都市分析、都市比較研究のための3D活用 （これからやりたいこと）
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慶応大学大前学研究室との共同研究
一人乗り自動車COMSの活用
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乗り物が変われば、歩道のアクセシビリティは全く変わる！
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WHILLで通れるところ／通れないところ Softroidで通れるところ／通れないところ
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3D地形図データ製作：AW3D (c）NTT DATA Corporation included Maxar Technologies



スマートシューズ「ORPHE TRACK」

ランナーの走り方を分析するセンサ入りのシューズ。
スマートフォンと連動して、位置情報や走り方を記録する。



スマートシューズ「ORPHE TRACK」



鎌倉データウォークに基づく避難ルートマップ
3D地形図データ製作：AW3D (c）NTT DATA Corporation included Maxar Technologies
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「付け足し」がしやすいボクセル形式 (Minecraft)

Minecraft /かとりく@land_ineraf37



Original Point Cloud                                                                    5cm Voxel Grid   

10cm Voxel Grid                                                             20cm Voxel Grid   







今日ご紹介するプロジェクト

1. ロボット、ベビーカー、車いす用の1センチ単位地図 （小田急電鉄との共同研究）

2. ハイキング・ウォーキング、津波避難用・起伏ルートの情報提示 （鎌倉市との共同実験）

3. 参加型公園デザインなどのためのゲーム的3D地図 （そとウェルパーク＠西新宿での実験）

(4.   5Gネットワーク設計のための3D活用： （AW3D®全世界デジタル3D地図））

5. 都市分析、都市比較研究のための3D活用 （これからやりたいこと）



機械学習を用いた都市形態学
(OpenStreetMapを用いた道の分析)

Deep Learningを活用した都市の”形態学” – Urban morphology meets deep learning: Exploring urban forms in one 
million cities, town and villages across the planet       http://createwith.ai/paper/20170925/977



PoloCity (MVRDV)

3D都市を理解するための「新しいメトリック」の発見

-「ひだ」性

- スカイデッキ

- 都市のフラクタル次元の計算

- 都市間の類似性（密度 etc)



これらの実践から見える３Ｄマップへの意見

-「これまでの地図」を超えた「新しい使い方」が生まれることを信じる

-「3Dデータ変換」を許す（ソリッド、点群、メッシュ、ボクセル・・・・）

- センスメイキング：３Dデータ＋αの「アルファ（α）となるセンサデータが、

「意味」をつくる

-「便利なサービスをつくる」もよいが、「3Dで都市をまなびなおす」という

視点も大事（国際間比較、都市間比較、エリア間比較など）→世代を問わず

- 都市“生活者”視点、都市“研究者”視点の導入




